
 福岡市手をつなぐ育成会保護者会
　


九州北部豪雨災害により亡くなられた方々とご遺族の皆様に
謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆様に
心よりお見舞いを申し上げます。 　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　下山　いわ子



ブ ロ ッ ク 別 懇 談 会 を 終 え て


相模原津久井やまゆり園における
　　　　　　　　　　障がい者殺傷事件から１年








　あの痛ましい事件から一年です。
　改めまして亡くなられた方、ご遺族の皆様に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被害に遭われた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
　当会は、他人ごとではありません。一年たっても、私たちでさえ、胸が苦しくなります。
　関係のある皆様の心中は、お察し申し上げることも・・軽々しくできません。
　ただただ、皆様が穏やかな日常を取り戻されますよう、心からお祈り申し上げます。


　

保　護　者　会　だ　よ　り




知的障がいや
発達障がいのある人たちの
感じ方を擬似体験してみませんか
　福岡市手をつなぐ育成会保護者会は、知的な障がいのある人とその家族で構成して、
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も幅広い会員が四百名ほどいます。
　もし、障がいのある家族を受け入れられない、または、障がいのある人が、こわい、気持ち悪い、等思う人がいたら、手をつなぐ育成会保護者会を思い出してください。
　障がいのあることをひとりで悩まないでください。「話を聴くよ！力になるよ！」というたくさんの仲間がいます。
　障がいについて知ることで、障がいのある人を避けることがなくなるかもしれません。
　世の中、障がいのある人と、障がいのある人になるかもしれない人、と考えると、障がいについて関係のない人は、いないのではないでしょうか。
　津久井やまゆり園で起きたようなことが二度と起きないように、私たち手をつなぐ育成会保護者会は、様々な人たちと手をつないで、これからも、だれもが自分自身とお互いを尊重しあえ
る社会を願って、「みんなが等しく、






































　

　私の家族にも、重度の知的な障がいのある息子がいます。わが子の障がいを不安にとらえていた時期がありました。
　それが、ゆっくりと育つ息子と暮らしながら、私も息子と一緒に、ゆっくりとした時間の流れの中で、ゆっくりと大切なことは何かを考える事ができました。
　息子に育てられているなぁと思っています。
　今では、息子を宝物と思えています。
　宝物と思えるようになったのは、家族の理解があり、障がいのある仲間やその家族の方たち、専門家の方たちとの出会いがあり、そして、地域の方たちが私たち家族を排除せず、接してくれたことの
おかげです。


かけがえのない命である」と伝え続ける活動を、地道に行っていくことを表明いたします。



　当会では「手をつなぐ応援隊」を結成し、楽しくて、わかりやすい擬似体験を通して、障がいの特性を感じて、知ってもらう活動をおこなっています！
　車いす体験やアイマスク体験は、不自由さや困り感を実感してもらうことで、障がいの理解を広めることに大きく貢献しています。
　同じように知的障がいや発達障がいの人が感じていることを体験してみませんか？
[bookmark: _GoBack]　これまでに公民館の福祉講座、大学の講義、社会福祉協議会のボランティア養成講座、接客事業所の研修、他市町役場の研修、小学校の保護者向けなどで擬似体験講座を実施しています。
　あなたの街に、職場に、お知り合いの集う所に、ぜひ、呼んでください！
　　　　　　　　　　　(^^)/
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